
自律型建機の開発に着手
〜完全無人化施工の実現を目指しＤＸを加速〜
清水建設株式会社 2021年10月01日

　清水建設（株）＜社長 井上和幸＞はこのほど、土木工事現場のデジタル化コンセプト「Shimz Smart
Site Civil」の実践に向け、BOSCH（株）、山﨑建設（株）と共同で施工管理者が指定した施工要件に基
づき自律的に所定の作業を遂行する自律施工型建設機械の開発に着手しました。開発の初弾として、ブル
ドーザーによる盛土工事の自律施工システムの開発を進め、2023年度内の現場実装を目指します。

　建設業界では、熟練技能者の大量離職が懸念されており、入職者の確保と合わせて生産性の向上が喫緊の課題
となっています。これらの課題に対応するためICTやAIを活用した建設機械の自動化・自律化施工を早期に現場
実装することが求められています。
 
　新たに開発するブルドーザーの自律施工システムは、AIによる環境認識機能・自律制御機能を備えた建機側の
自律ドーザーシステムと、施工管理や安全管理のモニタリング等を担う施工管理システムを核に構成されます。
自律ドーザーシステムは後付けが可能なデバイスで、地形・障害物の検知や走行経路・敷均し軌跡の判断、安全
認識を行うAIを搭載しています。管理者が施工管理システムに施工エリアや盛土高さなどの情報を入力すると、
作業指示を受けた自律ドーザーシステムのAIが周囲の環境や材料を認識し、最適な走行経路や敷均し軌跡を自ら
判断・計画したうえで、敷均し作業を進めていきます。
 
　建機による自律施工の拡大は、省人化や生産性向上はもとより作業員の負荷低減や労働環境の改善に寄与し、
魅力的な建設業の構築に貢献します。今後、ブルドーザーの自律施工化の取り組みを他の建設機械にも段階的に
拡張するとともに他社が開発した自動化・自律化建機との連携も視野にいれながら、自動化・自律化した建機群
による土木工事の完全無人化施工の実現を目指します。最終的には、稼働する重機から様々なデータを収集し、
得られたデータを分析して施工管理に生かすことで施工プロセスのDX化を実現し、新しい建設生産システムを構
築していきます。
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■イメージ図

■Shimz Smart Site Civil

当社は中期デジタル戦略2020「Shimz デジタルゼネコン」で、3つの柱「ものづくりをデジタルで」「デジタル
な空間・サービスを提供する」「ものづくりを支える業務をデジタルで」を示している。
Shimz Smart Site Civilは「ものづくりをデジタルで」を土木工事現場で実現するデジタル化コンセプト（図内
左上参照）で、自律型建機はAutomated Constructionの実現手段となる。

■BOSCH（株）の会社概要
所 在 地 　東京都渋谷区渋谷3-6-7
資 本 金 　17,000百万円
社　　長 　クラウス・メーダー
設　　立 　1939年7月17日

事業内容
　ディーゼルおよびガソリン用エンジンマネジメントシステム・コンポーネ
　ント、乗用車向けブレーキシステム、トランスミッション制御、自動車用
　センサー類等の開発・製造・販売

■山﨑建設（株）の会社概要
所 在 地 　東京都中央区日本橋富沢町8-6



資 本 金 　5,300万円社　　長 　山梨 敏幸
設　　立 　1948年4月1日
事業内容 　土木工事業

※ ニュースリリースに記載している情報は、発表日現在のものです。ご覧になった時点で内容が変更になっている可能性がござい

　ますので、あらかじめご了承ください。ご不明な場合は、お問い合わせください。
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